
佐倉城跡（佐倉市） 築城年代：天文年間（1532年～1546年）、築城者：千葉親胤

　京成佐倉駅ロータリーにはこんな案内板が・・・



　　　佐倉城跡へと歩くと、城址のある丘陵の上に国立歴史民俗博物館の建物が見えてくる



　　　「歴博」の文字が見て取れる



　　　佐倉城跡縄張図/椎木曲輪に歴博が建つ





これは佐倉城址公園センターに展示してあった縄張図/西に鹿島川、南に高崎川、北に広大な印旛沼があり、城は印旛沼から続く低湿地帯を眼下
に見下ろす鹿島台地上に立地し、敵から攻めにくい場所にあった



　　　　それでは、田町門跡→外堀（水堀）→愛宕坂→円勝寺跡・愛宕神社跡→椎木曲輪へと進もう



　　　ここが歴博への入口で、田町門跡/前方が愛宕坂



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ





　　右手の外堀（水堀）を見たところ



　　　　　　土塁が続いている



　　こんな塩梅



　　左手の外堀（水堀）を見たところ



　　　　　　土塁が続いている



　　こんな塩梅



　　　　　　左手から見たところ



　　その土塁に登って見たところ



　　　　　説明坂が立っている







　　付近にはこんな説明坂もあった



佐倉城だった場所には、大日本帝国陸軍の組織する歩兵第二連隊（後に歩兵第五十七連隊）の兵営が置かれて
いた/その為、城跡はかなり改変を受けている



　　　　　右手（南東方向）へ進もう/土塁が続いている



　　　　　前方に虎口が見える



　　こんな塩梅



　　　　　　右手を見たところ





　　　　左手を見たところ/虎口の先は外堀（水堀）を渡る木橋が架かっている



　　　　　外堀（水堀）を渡って、振り返って見たところ



　　　　　そこで左手を見ると城址の丘陵が続いている



　　　　　　右手を見たところ/外堀（水堀）が前方で左手に折れて、先程の田町門跡の方向へと続く



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　この虎口は当初のものではないのか・・・



　　　　左手の土塁を見たところ



　　　　右手の土塁を見たところ



　　その木橋を北東側から見たところ



　　　　　　そこで右手を見たところ/前方が田町門跡



　　　これは田町門跡から更に北西方向へ続いている外堀（水堀）を見たところ



　　　　　更に北西方向に進む



　　　ここで外堀（水堀）は止まってしまっている/本来は更に城址を取り巻いていたと思われるが、埋められてしまったようだ



　　外堀（水堀）の止まった所から、振り返って見たところ



　　土塁もここで止まってしまっている



　そこから城址のある丘陵を見たところ



さて、ここはその近くにあった児童公園



　　　「根古谷」という名が付いているが、この付近が当時の根古谷（根小屋）地区であったのであろうか



　　　　さて、愛宕坂を登り始めると、「臼杵磨崖仏」と記された看板があった







レプリカのようだ



　　近くにはこんな説明坂も・・・



　　更に登ると、説明坂が立っている





　　　　　　付近には発掘調査が行われているような場所があった



　こんな塩梅



　　　　ここは愛宕坂を登り切った所で、侍屋敷があった椎木曲輪跡のエリア



　　　　そこで振り返って、登って来た方向を見たところ



　　右手のマウンドの裏を見ると、こんな斜面となっていた



　説明坂が立っている/背後が国立歴史民俗博物館の建物





さて、今度は馬出し空堀→椎木門跡→姥ケ池→三の門跡→三の丸跡→二の門跡→二の丸跡→一の門跡→本丸跡→銅櫓跡→
天守閣跡→台所門跡→角櫓跡の順に見てみよう



これは椎木曲輪跡から城中心部へと至る椎木門跡の手前に立ちはだかる巨大な角馬出しと空堀/南東側から見たところ





　　　　　北東側から見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　反対側から見たところ



　　南側から北方向に見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　反対側から見たところ



　　　　角馬出し側から空堀方向を見たところ



　　　　　　さて、これは角馬出しから城中心部の西方向を見たところ/右手に説明坂が立っている





　　これは椎木門跡の手前にあった空堀跡を北側かｒ南方向に見たところ/現在は埋められてしまっている



　　　　前方のこの木々の中にその痕跡が残っている



　　　　　左手からその空堀を見たところ/かなり深い



　　　　そこで右手を見たところ



さて、ここは椎木門から城内に入ったエリア（三の丸）で、右手に説明坂が立っている





　　　　　　こんな石碑もあった



　　　　　また、ここはその近くに残る兵営の便所跡





　こんな塩梅



　　さて、空堀脇から姥ケ池へとこの階段を下りてみよう



　　　　大きな池が見えて来た





　　こんな塩梅



　さて、そこから自由広場方向へとこの階段を登ってみよう



　　途中、右手を見ると空堀がある





　　　少し中に踏み込んでみる/これは広小路・天神曲輪のエリアと城中心部とを区画するための空堀



　　　さて、前方が自由広場/右手に説明坂が並んでいる









　　　　　右手を見ると、ここにも説明坂が立っている



　正面は空堀/これも広小路・天神曲輪のエリアと城中心部とを区画するための空堀



あ三の丸跡と東の惣曲輪跡を区切る空堀



　　　　空堀底に下りて見たところ/左手が広小路のエリア、右手が三の丸跡



　　　その前方の状態/この先は丘陵を下り落ちている



　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　さて、ここは三の門跡/左手が先程の空堀



　　　　　説明坂が立っている







　　　　　ここは三の丸跡のエリア/土塁が残っている



　その土塁の切れ目に虎口が見える



　　　　　　アップで見たところ/ここを下って行くと西出丸跡へ行けるようだ



　右手を見たところ/土塁が続いている



　少し先に進んで振り返って見たところ



　　これは三の丸のエリアを見たところ



　　　　こんなものも立っていた



　これはやはり三の丸に建つ三逕亭



　　さて、三の丸跡から城中心部へと至る二の門跡の手前に銅像が立っている











　その右手には説明坂が立っている





　　　　空堀を覗いたところ/三の丸跡と二の丸跡を区画する空堀



　さて、二の丸門跡へと進んでみよう



　　　　　説明坂が立っている





　この先が二の丸のエリアで、前方には二の丸御殿跡がある





　　　この辺りが二の丸御殿跡



　　振り返るとこんなものもあった





これは、そこで二の丸御殿跡と反対側の西方向を見たところ/左手には土塁が続いている/右手には二の丸跡と本丸跡を区画する
空堀がある



　　　　左手の土塁を見たところ



　　　さて、ここは二の丸御殿跡の北側の二の丸跡エリア



　　　　　説明坂が立っている









　　さて、ここは一の門跡/前方が本丸跡で、この土橋の両サイドは二の丸跡と本丸跡を区画する空堀



　　右手の空堀を見下ろしたところ



一の門跡左手に説明坂が立っている





　　　　　ここが本丸跡/東側から西方向に見たところ



　振り返って一の門跡を見たところ/両サイドに門の建物跡が表示されている



　　右手の門の建物跡見たところ



　　左手の門の建物跡見たところ



　その左手を見ると土塁と説明坂が立っているのが見える





　　　その土塁に登ってみたところ



　　　　　　右手の空堀を見下したところ/非常に大きく深いのが見て取れる



　　左手の本丸跡を見下したところ



　　　　土塁上を一周してみる



　　　北側には銅櫓跡があった



　　　　　説明坂が立っている





　　　　　更に西側に回り込む



　　　　　　こんなものもあった





　　本丸御殿跡の配置図のようだ



　　　　　更に南側に回り込む



　　　前方にマウンドが見える



　こんな塩梅



　　ここにも櫓があったのであろうか



　そこから台所門跡を見下したところ



　　前方は南側から見た天守閣跡



右手から見たところ/二段になっている





一段目の土塁



　　　　　振り返って見たところ



ここは本丸跡から見た台所門跡で両サイドに門の建物跡が表示されている



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　前方が二の丸跡への土橋





これは二の丸跡側から見たところで、この土橋の両サイドは二の丸跡と本丸跡を区画する空堀



　　振り返って二の丸跡を見たところ



左手を見たところ/土塁が続いている



右手を見たところ/ここを下って行くと西出丸跡へ行けるようだ



　　　　　本丸跡に戻って、正面は南側にある角櫓跡



　　　三階櫓が建っていたようだ



　　こちらは北側にある夫婦モッコク





　　　　　　こんな説明坂も立っていた



　　標柱も立っている



さて、今度は大手門跡（図の下の「至　新町」と記された方向に所在する）→自由広場（佐倉城址公園センター他）→三の門跡の
右手付近に残る佐倉連隊跡の遺物の順に見てみよう



　ここが城域の南東にある大手門跡



　　　　　説明坂が立っている



　　　標柱も立っている



　　　　　ここが「広小路の通り」ということか/右手に佐倉中学校、左手に佐倉東高校が見えてくる



　　　　ここは右手の天神曲輪跡にある「くらしの植物苑」/冠木門が建っている



この建物は佐倉城址公園センター/広小路と呼ばれるエリア（自由広場）にある/このエリアには武家屋敷が整備され、三の丸御殿
も置かれていたと云う



　佐倉城跡のさまざまな資料が展示されていた/これは天守閣の模型/城内側からは4階建てに、城外側からは3階建てに見える



　　　本丸跡の復元模型









　　　　　　出土した瓦などの遺物も展示されていた



ここが自由広場/正面前方に佐倉城址公園センターが見える



　　振り返るとこんなものもあった









さて、これは三の門跡の右手付近に残る旧佐倉連隊脂油庫





　その奥には「弾薬庫の跡」があった





　さて、最後に西出丸跡（左手）→北出丸跡（右手）→帯曲輪跡の順に進み、そして国立歴史民俗博物館も覗いてみよう



　　　これは西出丸跡を右手から水堀越しに見たところ



　　西出丸跡の左端を見たところ



　　その先にも水堀が続いている



　　振り返って西出丸跡を見たところ



　　　これは西出丸跡を左手から水堀越しに見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　その先はこんな塩梅



　水堀は西出丸跡を回り込んでいる



そこで振り返って西出丸跡を見たところ



水堀は西出丸跡の先も更に続いている



　　　　　そこで振り返って西出丸跡方向を見たところ



　　　　　　その先に行くと、水堀は止まっているが土塁が前方に続いている



振り返って見ると城域に入る道がある



　　そこを進むと分かれ道がある



右手は三の丸跡方向に行けるようだ



左手は西出丸跡方向に行けるようだ



　　西出丸跡方向へ進むと左下にも行けるようになっている



　　こんな塩梅で、西出丸跡方向に続いているようだが・・・



　　一応、上の道を進むことにする



　するとここで右上にも行けるようだ



　　　この右上の道を進むと二の丸跡へ行けるようだ



　　　こちらを更に進むことにする



　　　　すると左手の西出丸跡に寄り付く事が出来る



ここが西出丸跡



　　西出丸跡から水堀を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　振り返って西出丸跡を見たところ



　　　　さて、更に先程の道を北出丸跡方向に進もう



　　　　左手には水堀が見える



　　　北方向に回り込んで進む



　　左前方に北出丸跡が見えて来た



　　さて、ここで右上に行く階段がある



　　　　これが右上に行く階段/帯曲輪へ行けるようだが、後程行ってみよう



　　　　　　更に少し進むと、左手の北出丸跡に寄り付けるようになっている



　　　　　左手にある道を進む



　　北出丸跡には土塁が廻っている



アップで見たところ/正面の土塁の向こうは水堀となっている



左手を見ると土塁の左端に門が見える



右手を見ると、北出丸跡を土塁が回っているのが見て取れる



　　　　　その先はこんな塩梅



　　　そこで振り返って見たところ



　さて、その土塁の上に登ってみよう



　　　　　こんな塩梅/右手が北出丸跡、左手は水堀



　　　左手の水堀を見たところ



　　さて、これが先程見えた薬医門





　　左手は水堀が入り込んでいる





　　　　土橋を渡って城外から北出丸跡を見てみよう



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　振り返って薬医門を見たところ



　　　　そこで右手を見たところ



　　　　同じく左手を見たところ



　　　城外から土橋を見たところ



　右後方を見ると水堀が続いている



　　　　　その先もこんな塩梅



　　　　　さて、これは城外から北出丸跡を見たところ



そこで右手を見たところ/土橋が見える



　　　　同じく左手を見たところ



　これは北出丸跡の左端を見たところ/水堀が回り込んでいる



　　　　そこで右手を見たところ



　　　　さて、先程の帯曲輪への階段を登ってみよう



　　　　ここが帯曲輪のエリア



　　　　　説明坂が立っている





その先に進む



ここで帯曲輪は止まっており、前方で階段を登って行くようだ



　　階段を登ると二の丸跡へ出た



　　さて、ここが国立歴史民俗博物館



　　　先史・古代ゾーンがリニューアル展示されていた
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